
AVR v9 
お使いのソフトウェアのCGをリアルタイムにキャプチャしVRデバイスに表示 

OpenGLキャプチャソフトウェア 

ソフトウェアのCGをリアルタイムにキャプチャ 

AVRは多くのソフトウェアでCGの描画に使われているOpenGL

(グラフィックスライブラリ)の命令をリアルタイムにキャプ

チャし、対象のソフトウェアのCGを立体視の描画に変換して表

示します。お使いのソフトウェアが立体視やVRに非対応でも、

AVRを使えばVRデバイスへの表示が可能です。もちろん、対象

のソフトウェアのCGが、そのまま立体視で再現されます。 

VRデバイスによる操作 

AVRは、HTC VIVE、Windows Mixed Reality ヘッド

セット、Oculus Rift、zSpaceに対応しています。 

ヘッドトラッキング機能への対応はもちろん、 

これらのVRデバイス付属のゲームコントローラなどを 

使い、ヘッドマウントディスプレイの場合はモデルの

ウォークスルー操作、zSpaceの場合はペンでモデルを 

移動するなどの操作が行えます。 

 

3Dファイルの読み込みに対応 

3DファイルをAVRに読み込む機能が追加されました。 

FBX、STL、OBJなどの3Dファイルフォーマットに 

対応しています（裏面参照）。 

お手持ちの3Dファイルを手軽にVRデバイスに表示 

することができます。 

普段使うソフトウェアの操作性はそのまま 

普段お使いのソフトウェアの画面は、AVRとは別にPCのモニタ

に表示されます。リアルタイムでキャプチャするため、 

普段お使いのソフトウェアの画面でデータを編集すれば、 

その内容がすぐにVR デバイスに表示されます。3Dデータの

データコンバートは不要です。不慣れなソフトウェアの使い方

を覚える必要もありません。 

多数の動作実績 

本紙裏面のように多数のソフトウェアでキャプチャの実績が 

あります。CAD・CAEソフトウェアや3Dモデルのアニメー 

ションソフトウェアなど、設計・製造などに使われる 

汎用ソフトウェアに対応しています。 

※図はHTC VIVEの場合の例です。 



推奨動作環境 
表示するデータの内容とVRデバイスにより異なります。 

詳しくはお問合せください。 

価格 
お問合せください。 

※キャプチャ対象のソフトウェア毎にAVRのライセンスが 

 必要です。 

※AVRのライセンスはVRデバイスのシリアルに固定のライ 

 センスとなります。VRデバイス1 台につき1ライセンス 

 が必要です。 

対応3Dファイルフォーマット 
Autodesk FBX(.fbx)、3ds Max 3DS(.3ds)、Wavefront 

Object(.obj)、Stereolithography(.stl)、DirectX X(.x) 

など。詳しくはお問合せください。 

対応ソフトウェア 

AVRの評価やデモンストレーションをご希望の際はお気軽にご相談ください。 

株式会社フィアラックス 

HTC VIVEはHTC Corporationの登録商標または商標です。 

Oculus RiftはOculus VR社の登録商標または商標です。 

zSpaceは米国zSpace, Inc.の米国における登録商標または商標です。 
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※下記は2021年11月現在の対応ソフトウェアです。 

※下記以外にも多数動作実績がございます。対象のソフトウェアが表にない場合はお問合せください。 

※一部のソフトウェアはキャプチャの際に制限事項がございます。詳しくはお問合せください。 

記載の会社名および商品名は各社の登録商標または商標です。 

2021/11/01 


